
学校番号 ３０１ 

令和２年度 保健体育科 

 

教科 保健体育 科目 体育 単位数 ３単位 年次 ２年次 

使用教科書 現代高等保健体育 改訂版（大修館書店） 

副教材等 アクティブスポーツ ２０１９ 「総合版」（大修館書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・各種目の中で、自己の能力に応じて基礎・基本的な運動技能・体力や筋力 UPを目指そう。 

・自他の運動を観察し、興味・関心を高め、運動の楽しさ、喜び、達成感を味わおう。 

・体育の授業を通して、生涯にわたって豊かなスポーツライフが送れる能力を身に着けよう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

 運動の合理的、計画的な実践を通して、知識を深めるとともに技術を高め、運動の楽しさや喜びを深

く味わうことができるようにし、自己の状況に応じて体力の向上を図る能力を育て、公正、協力、責任、

参画などに対する意欲を高め、健康・安全を確保して、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続す

る資質や能力を育てる。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

 運動の楽しさや喜

びを深く味わうこと

ができるよう、公正、

協力、責任、参画な

どに対する意欲をも

ち、健康・安全を確

保して学習に主体的

に取り組もうとす

る。 

 生涯にわたる豊か

なスポーツライフの

実現を目指して、自

己や仲間の課題に応

じた運動を継続する

ための取り組み方を

工夫している。また、

自己や仲間の状況に

応じて体力を高める

ための運動を継続す

るための計画を工夫

している。 

 運動の合理的な

実践を通して、運

動の特性に応じて

勝敗を競ったり、

攻防を展開した

り、表現したりす

るための各領域の

運動の特性に応じ

た段階的な技術を

身に付けている。 

 運動の技術・技の名称

や行い方、体力の高め方、

課題解決の方法、練習や

発表の仕方、スポーツを

行う際の健康・安全の確

保の仕方についての具体

的な方法、スポーツの歴

史、文化的特性や現代ス

ポーツの特徴、運動やス

ポーツの効果的な学習の

仕方及び豊かなスポーツ

ライフの設計の仕方を理

解している。 

評
価
方
法 

受講態度の観察 

ノート 

レポート 

     等 

ノート 

レポート 

       等 

技能観察 

ノート 

     等 

ノート 

レポート 

       等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単元名 学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規

準 
評価方法 

a b c d 

１
学
期 

球技  

ゴール型  

（男子・女子） 

 

 

器械体操 

（男子）  

陸上競技 

（女子） 

 

武道（男子） 

ダンス（女子） 

 

水泳（女子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴール型 

 ハンドボール 

（男子） 

 バスケットボール

（女子） 

器械体操 

 跳び箱 

陸上競技 

 短距離走 

 リレー・ 槍投げ 

武道  柔道 

ダンス  リズムス 

      創作 

水泳 平泳ぎ 

運動・スポーツの学

び方 

○ ○ ○ ○ ａゴール型 基本的

技 術 に 加 え て 協 調

性・リーダーシップに

も視点を置く。競技の

楽しさや喜びを味わ

うことができるよう、

フェアプレイを大切

にするなど生涯スポ

ーツの観点も重要視

する。 

ｂ跳び箱:体のバラン

ス・瞬発の上に挑戦す

る気持ちも重んじる。 

陸上:走る楽しさだけ

ではなく、リレーをし

て繋ぐ楽しさも味わ

う。 

ｃ武道:礼儀の上に柔

らかさ・対人の呼吸も

堪感じさせる。 

ダンス 名称、用語、

表現の仕方、観察方法

を理解している。演技

特有のイメージを深

め表現を身につけて

いる。 

ｄ水泳は事故防止に

視点を置くことは基

より、ゆったり大きく

力感無く泳ぐことに

視点を置く。 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 

体育理論 

 （男子・女子） 

技術・技能、メンタ

ル、効果的なメカニ

ズム 

 

 

○   ○ a:戦略・戦術に加え、

運動生理を理解して

いる。 

d:トレーニングの原

理・原則の理解・基礎

理論を理解している。 

 

レポート 

小テスト 

 

 

 

 



２
学
期 

水泳（男子） 

 

球技 ゴール型

（男子・女子） 

 

 

 

 

球技 ネット型 

（女子） 

陸上競技 

（男子） 

 

 

ダンス （女子） 

 

 

水泳 

 平泳ぎ 

ゴール型 

 バスケットボー 

（男子・女子） 

 ラグビー （男子） 

 ハンドボール 

（女子） 

ネット型 

卓球 

陸上競技  

 短距離走 

 三段跳び 

ハードル 

ダンス 

 リズムダンス 

 創作ダンス 

○ ○ ○ ○ 

 

 

 

 

ａゴール・ネット型 

基本的技術に加えて

協調性・リーダーシッ

プにも視点を置く。競

技の楽しさや喜びを

味わうことができる

よう、フェアプレイを

大切にするなど生涯

スポーツの観点も重

要視する。 

ｂ陸上 記録だけで

はなく、ファーム・伸

び率・記録測定時の補

助なども見る 

ｃダンス 名称、用

語、表現の仕方、観察

方法を理解している。

演技特有のイメージ

を深め表現を身につ

けている。 

ｄ水泳は事故防止に

視点を置くことは基

より、ゆったり大きく

力感無く泳ぐことに

視点を置く 

同種目については、前

学期の基礎の上に創

造・発展的な理解を求

める。リーダーシップ 

協力度、グループノー

トなどへの真摯な記

入などが視点となる。 

陸上 記録は基より、

フォーム・伸び率、記

録測定時の協力度も

鑑みる。 

 

 

 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 

 

 

体育理論 

  （男子・女子） 

 

運動・スポーツの学

び方 

   ○ d:トレーニングの原

理・原則の理解・基礎

理論を理解している。 

レポート 

小テスト 



３
学
期 

陸上競技 

（男子・女子） 

 

球技（男子） 

 

ダンス（女子） 

 

 

 

 

 

 

 

陸上競技 

  長距離走 

（男子・女子） 

ゴール型 

 バスケットボール 

ダンス 

  リズムダンス 

創作ダンス 

 

 

 

 

 

 

○ ○ ○ ○ ａ持久力をつける。 

ｂ反復することによ

りペース・ラップも計

り、記録向上を目指

す。 

ｃバスケットボール

はゲーム運営、グルー

プノートなど総括で

きる。 

ｄダンスはグールー

プでの発表、創作時の

アイデアなど総括で

きる 

 

受講態度の

観察 

ノート 

レポート 

技能観察 

 

 

 

体育理論 

 （男子・女子） 

運動・スポーツの文

化的特徴 

   ○ d:安全の確保につい

て理解している。 

レポート 

小テスト 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断 

c: 運動の技能      d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


